





Study on Optimal Operation 
in M unicipal Refuse Indnera te:r 
Taku MIY AI and Takashige ISHIDA 
In ord巴rto adapt the capacity to increasing amount of r日fuseand operating cost， 
municipal refuse incinirater is demanded to improve its productivity and operate 
efficiently as high as possible 
This study show the latest actual operation and maintenance data for a year in a 
municipal incinirater 
To analyze the facility maintenance， a mathematical probability model is applied. 
Based on the given data， simulation model is introduced. 
Comparing the simulation data with the actual operation data， the result show that 
is fairly applicable. 
Using this model， th巴incinirateroperation capabilities would be able to preestimate 
















































4月 5 6 7 8 9 10 1 12 1 
(62年)
図2 ごみ搬入量































年月 焼却処理量(t ) 運転時間 操業日数
62年 4月 520.8 168 23 
5 539.8 176 23 
6 553.0 188 22 
7 563.3 176 26 
8 551.7 181 24 
9 515.1 162 25 
10 566.7 160 24 
11 518.7 139 25 
12 453.9 143 22 
63年 1月 498.8 150 23 
2 408.8 123 22 
3 560.4 150 24 

















































































故障までの 故障 故障までの 故障 故障までの 故障
復旧費 復旧費
経過時間 復旧時間 経過時間 復旧時間 経過時間 復旧時間
8H 6H 22万円 8 1 1 5 2 
14.0 3 8 16 0.5 1 10.2 1 
23.5 4 15 18 0.5 1 16 1 
34 6 20 37.5 1 4 31 0.3 
36 l 15 42 0.5 1 32 1 
48 8 15 50 0.5 1 37 l.6 
59.5 0.5 2 69 3 5 46 0.5 
66.5 3 10 120.5 1 3 47 0.2 
70 3 20 130.5 0.5 l 70 1 
71 1 3 132.5 I 5 79.5 2 
99 6 20 148 1 3 82 1 
113 1 5 227 0.5 2 86 0.5 
136 0.5 15 229 0.5 3 120 2 
227 4 7 271 1 5 23 1 
341 1 8 334 0.5 l 187 2 
合計 50H 185 合計 13 37 合計 17.1 


























































































用いて，故障分布関数を求めた。(図 5~図 8 参照〉
(ヲ)m

























































































NT.R (NT)十三~ jT (，J~ "dF (t) 間 J(jT 1ー)
N 
= NT.R (NT)+ ~ jT[R (U-l) T)-R GT)] 
j=l 
N-l 









C = C1R (NT)十C2F(NT)+C3 ~ F GT) 
単位運転時間当りの期待費用は
EC(N)=~f 
T ~ R GT) 
j=O 
N-l 
C1R(NT)十C2F(NT)+C3 ~ F GT) 
j=l 
N-l 
T ~ R GT) 
一 (C1-C3)R (NT)十(C2-C3)F (NT) I C3 
N-l I T 











一(C1-C3) R (NT)十(C2-C3)F (NT) E'C (N) = \~l ~"H \"i，t~l 
T ~ R GT) 
J=O 
を最小にするNを求める。
E'C((N十1)T) > E'C (N)とすれば









F((N十1)T)-F (NT) はNiこ関し単調増加R(NT) 
関数となる。
(4)式左辺を L(N)とおくと，
L (N)-L (N-1) 
= 当忘1 (F川F引刊((N叫山+叶1川 F 凹R GT) 1 。 l R(NT) 




F((N + 1) T)-F (NT) N→∞の時 R(NT) 
となるなら ~f，
→ I 




























































































































保全間痛〔日) 運転時間 故障回数 稼動率
l 92.00 0.00 0.50 
2 133.26 1.68 0.72 
3 145.40 2.65 0.79 
4 152.01 3.00 0.83 
5 154.69 3.33 0.84 
6 157.82 3.55 0.86 
7 157.25 4.69 0.85 
8 160.05 3.99 0.87 
9 159.90 4.03 0.87 
10 160.19 4.95 0.87 
11 159.59 4.10 0.87 
12 162.52 4.37 0.88 
13 163.05 4.24 0.89 
14 162.87 4.28 0.89 
15 162.74 4.31 0.88 
16 162.66 4.33 0.88 
17 162.62 4.34 0.88 
18 162.60 4.35 0.88 
19 162.56 4.36 0.88 
20 162.53 4.37 0.88 
21 162.48 4.39 0.88 
22 162.41 4.40 0.88 














るAグループの影響が大きく， 15 日 ~20 日目に次の
保全日を設定するのが，本焼却設備の場合最適と考
えられる。































































Fo (NT) = 














R((N -l)(T+T')+T)-R (N(T+T')) 
- R ((N-1)(T+T')+T) 
期待運転時間累計は
























夜鵬業時間/日 運転時間 稼動率故障回 人当たり
。 165.98 4.74 0.94 0.90 
1 186.58 5.37 0.94 0.90 
2 208.79 5.59 0.95 0.91 
3 228.17 6.53 0.94 0.90 
4 249.66 6.93 0.94 0.90 
5 271.44 7.27 0.95 0.91 
6 292.07 7.89 0~94 0.91 
7 313.85 8.22 0.95 0.91 







夜間作業 運転時間 故障回数 焼却量(t/h) 稼 動 半守+ー宅
時間 昼 夜 合計 昼
。 163.64 0.00 163.64 5.09 
1 160.96 22.65 183.61 5.11 
2 159.82 44.59 204.41 4.69 
3 156.92 65.91 222.83 4.82 
4 154.92 86.52 24l. 44 4.64 
5 154.10 106.80 260.90 4.34 
6 15l. 22 125.78 277.00 4.30 
7 149.16 144.95 294.11 4.32 
8 148.90 164.54 313.44 4.14 
図11はシュミレーションのフローシートを示す。
過去の平均値として故障修理保全時間Mt=4，昼


























夜 1人当たり 思 夜 平均
0.00 0.93 0.89 。 0.89 
0.70 0.96 0.87 0.98 0.89 
l.41 0.99 0.87 0.97 0.89 
2.06 l. 01 0.85 0.96 0.88 
2.74 l. 03 0.84 0.94 0.87 
3.28 l.04 0.84 0.93 0.87 
4.08 l.05 0.82 0.91 0.86 
4.59 l. 05 0.81 0.90 0.85 




















1035T /月， 980T /月が期待できる。人件費は後者の
方が完全に1人分減ることになる。
6. まとめ
新設されたばかりのごみ焼却炉(処理能力， 25T/ 
16時間x2基〉に診て，運転保守管理を行う立場か
ら，経営効率の最も高い形態を模索するために 1
年間にわたる運転実績データを調査，分析した。
これによって，多数の機器からなるシステムの信
頼制を求め9 保全と運転の形態の確率モデルを作り
都市ごみ焼却炉の操業最適化の研究 85 
これのシュミレーションを行ない，現状との対比と
将来のごみ集収量が増加した場合の対応策を検討し
た。
まず，類似の信頼性と維持管理形態をもっ設備ク、
ノレープを作り，各グループ別の故障確率をワイフール
確率紙で、求めた。次にそれぞれの故障修理，予防保
全費との関係から，全体の設備保全費を最も少なく
する保全週期を計算によって求め，シュミレーショ
ンによりその結果を確かめた。これによって現状の
昼間のみ 8時間運転の場合は，維持管理費では
15~20 日間隔の保全が最適であり，一方設備稼動率
では12~15 日間隔の保全が最高値となった。これは
現在の隔週ごとの毎週月曜日の定期保全とほぼ合致
する。
次に先に求めた故障確率により，ごみ処理量が増
加した場合の夜間運転の種々の場合のシュミレーシ
ョンを行なった。
シュミレーションモテ、ルと現状の比較を行なった
が，運転時間，故障回数， ごみ処理量共に現状との
誤差がそれぞれ 2~8%であり， このモデノレの信頼
性が実証された。
更にこのモデルを使って，将来ゴミ集収量が増加
した場合の夜間作業のあり方，設備稼動率，故障田
数を予測した。
また，本焼却設備では操業方法として夜間は保全
要因を置かず，故障が夜間に発生した場合，直に操
業を打切り，昼間に故障修理する方法が，人件費を
昼夜を通して，最高10%程度低くなる事がわかった。
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